
あいあいのキャラクター

２～３・・・決算審査特別委員会
４～５・・・第４回定例会常任委員会審査報告（総務、民生、建設文教）、

補正予算、請願
６～１１・・・一般質問
１２・・・タブレット試行、意見書、議案等の賛否、議会の動き、

編集室

星槎道都大学児童文化研究部の
学生らによる地域貢献活動
「壁面ジャック」が地域
子育て支援センター
「あいあい」で行われ
ました。

壁面ジャック
地域子育て支援センター「あいあい」の職員に代わって学生が施設の「壁面制作」を行い
「あいあい」を利用する子どもや保護者、職員との交流を図っています。
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歳

入

〔
主
な
質
疑
〕

・
平
成
２９
年
度
の
保
育
料

の
不
能
欠
損
増
加
の
状
況

と
、
増
加
と
な
っ
た
要
因

は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
２９
年
度
の
不
能
欠

損
は
１８
人
２
９
１
万
９
２

８
０
円
で
、
前
年
に
比
べ

９
人
１
０
５
万
５
７
３
０

円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

増
額
の
主
な
要
因
は
、
平

成
２９
年
度
に
時
効
と
な
る

対
象
者
の
数
が
多
か
っ
た

こ
と
と
捉
え
て
い
る
。

総
務
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
北
広
島
団
地
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
２９
年
度
に
実
施
し
た

多
世
代
交
流
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
小
中
学
生
を
含
む
若

い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
市
民
が
集
い
意
見
交
換

を
行
っ
た
が
、
意
見
は
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
北
広
島
団
地

地
区
の
愛
称
・
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
決
ま
っ
た
が
、
制
作

費
用
は
。

〔
答
弁
〕

・
多
世
代
交
流
サ
ミ
ッ
ト

で
出
さ
れ
た
意
見
を
参
考

に
し
、
北
広
島
団
地
地
区

の
愛
称
を
「
さ
ん
ぽ
ま
ち
」

に
決
定
し
た
。
愛
称
の
設

定
及
び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作

に
係
る
費
用
と
し
て
委
託

費
を
約
５０
万
円
支
出
し
た
。

民
生
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
の
学
習
支
援
事
業
の

内
容
と
地
区
別
生
徒
数
は
。

〔
答
弁
〕

・
生
活
困
窮
者
世
帯
の
中

学
生
を
対
象
に
、
週
１
回

２
時
間
程
度
と
、夏
休
み
・

冬
休
み
の
長
期
休
業
中
に

集
中
講
座
を
各
１０
日
間
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。

指
導
教
科
は
、
英
語
と
数

学
で
個
々
の
状
況
に
合
わ

せ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

登
録
生
徒
数
は
４３
名
で
、

地
区
別
の
内
訳
は
、
大
曲

地
区
１１
名
、
西
の
里
地
区

４
名
、
西
部
地
区
４
名
、

東
部
地
区
１２
名
、
団
地
地

区
１２
名
で
あ
る
。

衛
生
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の

拠
点
回
収
の
実
績
は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
２９
年
１１
月
か
ら
３０

年
３
月
ま
で
の
５
カ
月
間

で
、
約
１
万
１
千
個
、
重

さ
に
し
て
３０
・
３２
㌧
を
回

収
し
た
。

〔
主
な
質
疑
〕

・
土
曜
日
の
が
ん
検
診
の

実
績
は
。

〔
答
弁
〕

・
土
曜
健
診
は
送
迎
バ
ス

に
よ
る
集
団
検
診
の
日
程

の
中
に
、レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

を
設
定
し
２
日
間
実
施
し

た
。
定
員
１
５
０
名
に
対

し
１
０
４
名
が
受
診
し
、約

７０
％
の
受
診
率
で
あ
っ
た
。

農
林
水
産
業
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

栗
山
町
を
先
進
地
の
視
察

先
に
選
ん
だ
理
由
は
。

〔
答
弁
〕

・
交
流
人
口
の
増
加
を
目

標
に
、
商
品
開
発
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
や
宿
泊
型
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
た
め
。

商
工
労
働
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
ツ
ー
ル
・
ド
・
キ
タ
ヒ

ロ
の
参
加
状
況
は
。

〔
答
弁
〕

・
１
回
目
３６
人
、
２
回
目

３２
人
、
３
回
目
が
１７
人
で

４
回
目
は
台
風
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
。

土
木
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利

用
状
況
の
推
移
と
、
利
用

者
の
内
訳
は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
２７
年
度
７
３
５
台
、

２８
年
度
６
２
３
台
、
２９
年

度
５
５
５
台
と
減
少
傾
向

に
あ
る
。
２９
年
度
の
利
用

者
の
内
訳
は
大
人
が
４
６

３
人
、
中
学
生
以
下
が
９２

人
で
、
全
体
の
３１
・
４
％

が
市
民
で
、
市
外
の
方
が

６８
・
６
％
。
そ
の
う
ち
約

６
割
が
札
幌
市
民
だ
っ
た
。

消
防
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
救
命
講
習
の
実
施
状
況

は
。

平
成
２９
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
処
分
及
び
決

算
認
定
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
定
例
会
最
終
日
に
設
置
し
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
１０
月
１５
〜
１７
日
に
個
別
質
疑
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
１０
月
２５
日
に
総

括
質
疑
を
行
っ
た
後
、
総
意
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
質
疑
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

般

会

計
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ミックスペーパーの回収場

レンタサイクル

ツール・ド・キタヒロ



〔
答
弁
〕

・
１
０
４
回
実
施
し
、
２

４
７
６
名
が
受
講
し
た
。

講
師
は
再
任
用
職
員
、
非

常
勤
職
員
及
び
女
性
消
防

団
員
が
対
応
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
で
対
応
で
き
な
い

場
合
は
非
番
勤
務
の
職
員

で
対
応
し
て
い
る
。

教
育
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
送
迎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
の
実
績
と
事
業
効
果
は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
３０
年
３
月
に
２
回

開
催
し
、
参
加
者
８
名
の

う
ち
２
名
の
送
迎
希
望
が

あ
っ
た
。
前
回
よ
り
４
名

参
加
者
が
増
え
、「
満
足

で
あ
っ
た
、
ま
た
利
用
し

た
い
」
と
の
声
が
あ
り
、

効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

職
員
費

〔
主
な
質
疑
〕

・
職
員
提
案
制
度
の
現
状

は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
２９
年
度
は
個
人
に

よ
る
提
案
が
１３
件
、
団
体

に
よ
る
提
案
が
１１
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
２
件
を
提
案
審

査
委
員
会
に
お
い
て
奨
励

賞
に
決
定
し
、
表
彰
し
た
。

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

〔
主
な
質
疑
〕

・
特
定
健
康
診
査
受
診
率

の
道
内
順
位
と
、
受
診
率

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
２９
年
度
の
法
定
報

告
の
発
表
が
１１
月
の
た
め
、

受
診
率
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
受
診
率
向
上

に
向
け
、
初
め
て
特
定
健

診
の
対
象
と
な
る
４０
歳
と
、

最
後
の
特
定
健
診
の
対
象

と
な
る
７５
歳
到
達
者
に
、

個
別
に
受
診
勧
奨
の
通
知

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
１１

月
か
ら
は
生
活
習
慣
病
で

通
院
中
の
方
や
過
去
に
一

度
も
健
診
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
へ
の
電
話
勧
奨

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

〔
主
な
質
疑
〕

・
断
熱
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

今
年
度
の
整
備
数
と
設
置

効
果
は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
３０
年
度
は
東
部
地

区
・
西
の
里
地
区
に
６
カ

所
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

効
果
を
評
価
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
足
り
な
い
こ
と

か
ら
、
数
年
間
調
査
を
継

続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

〔
主
な
質
疑
〕

・
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
実
績
は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
２９
年
９
月
末
で
の

登
録
者
数
は
２
１
７
名
、

そ
の
う
ち
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
は
１
３
６
名
で
あ

る
。水

道
事
業
会
計

〔
主
な
質
疑
〕

・
年
間
総
配
水
量
に
対
す

る
年
間
総
有
収
水
量
の
割

合
で
あ
る
有
収
率
が
減
少

し
た
理
由
は
。
ま
た
、
有

収
率
の
道
内
順
位
は
。

〔
答
弁
〕

・
漏
水
や
水
質
維
持
の
た

め
、
水
道
事
業
で
自
ら
使

用
し
た
水
量
が
増
え
た
の

に
加
え
、
有
収
水
量
が

７
５
０
０
立
方
㍍
ほ
ど
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
平
成
２８
年
度
の

有
収
率
は
３３
事
業
体
中
、

高
い
ほ
う
か
ら
６
番
目
で

あ
る
。

積雪寒冷地では、冬期間においてマン
ホール内の温度が外気温より高いために、
その蓋の上で融雪段差が発生し、交通障
害など市民生活に影響がでています。こ
の対策として、蓋の温度が外気温と同程
度になるようマンホール内に断熱性のあ
る内蓋等を設置することで蓋の上の融雪
を遅らせ、段差の解消を図ります。

総

括

質

疑

山
本

博
己
委
員

板
垣

恭
彦
委
員

（
日
本
共
産
党
）

▼
公
債
費
に
つ
い
て

▼
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
に

つ
い
て

▼
公
有
財
産
に
つ
い
て

▼
市
税
収
入
と
差
し
押
さ

え
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
事
業
と
介
護

予
防
・
日
常
生
活
総
合
支

援
事
業
に
つ
い
て

ほかにもこんな事業に対する質問がありました
空空きき家家流流動動化化
促促進進事事業業

８，９５５千円

放放課課後後子子供供
教教室室事事業業

１，３７３千円

学学校校ＩＩＣＣＴＴ環環境境
整整備備事事業業

７３，７１２千円

生活バス路線
利用促進事業

５，１３７千円

ふれあい温泉事業

８，８１８千円

救命講習

決決算算審審査査特特別別委委員員会会

断熱マンホール蓋とは？
�����



総
務
常
任
委
員
会

１２
月
１７
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
３
件
の
審
査
を
行
い
、

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

▼
北
広
島
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

民
生
常
任
委
員
会

１２
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
９
件
、
請
願
１
件
の

審
査
を
行
い
、
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

な
お
左
記
議
案
に
つ
い

て
、
山
本
委
員
か
ら
付
帯

意
見
の
提
出
が
あ
り
、
総

意
を
も
っ
て
付
帯
意
見
を

可
決
し
ま
し
た
。

▼
北
広
島
市
学
童
ク
ラ
ブ

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

〔
主
な
質
疑
〕

・
学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
が

国
道
を
渡
っ
て
帰
宅
す
る

際
の
安
全
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕

・
歩
い
て
帰
る
児
童
が
多

い
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

指
導
員
に
よ
る
見
守
り
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

家
庭
で
の
指
導
に
つ
い
て

も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
て

い
く
。

〔
付
帯
意
見
〕

・
西
の
里
第
二
学
童
ク
ラ

ブ
の
廃
止
に
伴
い
、
西
の

里
地
域
に
お
け
る
学
童
ク

ラ
ブ
の
整
備
に
つ
い
て
、

西
の
里
公
民
館
の
建
て
替

え
に
よ
る
複
合
施
設
の
建

設
も
含
め
て
早
急
に
検
討

を
行
う
こ
と
。

▼
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
の
件
に
つ
い
て

〔
主
な
質
疑
〕

・
千
歳
市
の
基
本
計
画
の

変
更
に
よ
っ
て
、
本
市
の

焼
却
施
設
の
建
設
に
関
す

る
経
費
及
び
維
持
管
理
費

は
ど
う
な
る
か
。

〔
答
弁
〕

・
千
歳
市
の
ご
み
処
理
量

の
増
加
に
よ
り
、
施
設
規

模
が
大
き
く
な
り
施
設
建

設
費
に
影
響
が
あ
る
が
、

補
助
額
も
上
が
る
こ
と
か

ら
、
単
純
な
金
額
の
比
較

は
で
き
な
い
。
当
初
の
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
の
ご

み
処
理
広
域
化
基
本
計
画

と
基
本
設
計
で
の
算
出
額

を
比
較
す
る
と
、
本
市
の

負
担
額
は
建
設
に
要
す
る

経
費
が
約
４
億
円
の
増
加
、

維
持
管
理
費
が
年
間
約

２
３
０
０
万
円
の
増
加
と

見
込
ま
れ
る
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
北
広
島
市
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
）

〔
主
な
質
疑
〕

・
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

選
定
基
準
に
基
づ
く
評
価

項
目
の
う
ち
、
選
定
基
準

に
あ
る
「
施
設
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
方
策
は
適
正

か
」
と
い
う
項
目
の
採
点

に
つ
い
て
、
配
点
は
５
で

あ
る
が
、
採
点
が
３
と

な
っ
た
判
断
基
準
は
。

〔
答
弁
〕

・
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
と

い
う
性
質
上
、
利
用
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
と
い

う
面
で
、「
積
極
的
に
来

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
施

設
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

標
準
３
点
と
い
う
採
点
結

果
に
な
っ
た
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
北
広
島
市
シ
ル

バ
ー
活
動
セ
ン
タ
ー
）

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
大
曲
会
館
及
び

大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館
）

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
西
の
里
会
館
及

び
西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体

育
館
）

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
北
広
島
市
農
民

研
修
セ
ン
タ
ー
及
び
輪
厚

児
童
体
育
館
）

建
設
文
教
常
任
委
員
会

１２
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
５
件
の
審
査
を
行
い
、

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
北
広
島
市
自
然

の
森
キ
ャ
ン
プ
場
）

〔
主
な
質
疑
〕

・
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

の
開
設
期
間
は
。

〔
答
弁
〕

・
５
月
の
連
休
か
ら
９
月

末
ま
で
で
あ
る
。

▼
北
広
島
市
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

▼
下
水
道
事
業
の
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会
は
１１
月

３０
日
か
ら
１２
月
２１
日
ま
で

の
２２
日
間
開
催
さ
れ
、
議

案
１８
件
、
意
見
書
案
４
件
、

請
願
１
件
を
審
議
し
、
議

案
、
意
見
書
案
は
い
ず
れ

も
原
案
の
通
り
承
認
・
可

決
、
請
願
は
採
択
と
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
回

定
例
会
で
上
程
さ
れ
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
２９

年
度
決
算
認
定
等
に
係
る

２
議
案
は
定
例
会
初
日
に

原
案
の
と
お
り
可
決
及
び

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
等
の
経
過
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
専
決
処
分
の
内
容
〕

・
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
地
区
の

復
興
の
た
め
の
補
正
予
算

▼
市
営
土
地
改
良
事
業
の

施
行
に
つ
い
て

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

広
葉
中
学
校
給
食
調
理
場

の
給
湯
管
修
繕
等
に
要
す

る
経
費

右
案
件
は
定
例
会
初
日

に
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。定

例
会
最
終
日
に
川
崎

議
員
か
ら
、
１２
月
１１
日
に

行
わ
れ
た
稲
田
議
員
の
一

般
質
問
の
中
に
不
穏
当
と

認
め
る
部
分
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
言
を
取
り
消
す

よ
う
に
と
の
動
議
が
あ
り

ま
し
た
。
動
議
は
成
立
し
、

議
題
と
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
、
追
加
日
程
と
な
り

ま
し
た
。
川
崎
議
員
か
ら

の
提
案
の
趣
旨
説
明
、
質

疑
の
後
、
山
本
議
員
か
ら

反
対
討
論
、
島
崎
議
員
か

ら
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。
動
議
は
原
案
可
決
と

な
り
、
議
長
が
発
言
の
取

り
消
し
を
命
じ
ま
し
た
。

第�回定例会

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
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例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
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補
正
予
算

各
常
任
委
員
会
及
び
特

別
委
員
会
に
お
い
て
所
管

分
の
補
正
予
算
の
審
査
を

行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１０
号
）

補
正
予
算
額

３
億
３
２
８
２
万
６
千
円

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
等

へ
の
網
戸
の
設
置
及
び
備

品
整
備
に
伴
う
増
額

１
１
８
３
万
８
千
円

・
平
成
３１
年
４
月
２１
日
執

行
予
定
の
北
広
島
市
議
会

議
員
選
挙
に
要
す
る
経
費

の
増
額

１
３
３
万
６
千
円

・
福
祉
灯
油
実
施
に
伴
う

増
額

２
４
６
２
万
６
千
円

・
消
防
団
員
の
防
火
服
の

更
新
に
伴
う
増
額

８５
万
６
千
円

・
図
書
館
Ａ
Ｖ
サ
ロ
ン
音

響
・
映
像
機
器
の
更
新
に

伴
う
増
額９

２
７
万
８
千
円

・
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
備
品
整
備
に
伴

う
増
額

５
１
８
万
７
千
円

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１１
号
）

５
９
６
７
万
２
千
円

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
共
栄
南
１
号
線
外
道
路

整
備
に
伴
う
予
備
設
計
及

び
地
質
調
査
に
要
す
る
経

費
の
増
額

４
３
０
０
万
円

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
額

５
０
８
３
万
２
千
円

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
の
給
付
見
込
み
の
増

に
よ
る
増
額

４
５
９
０
万
８
千
円

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

〔
補
正
の
内
容
〕

前
年
度
繰
越
金
の
増
に

伴
う
財
源
更
正

請

願

▼
全
国
規
模
の
総
合
的
な

ア
イ
ヌ
政
策
の
根
拠
と
な

る
新
た
な
法
律
の
早
期
制

定
に
関
す
る
請
願
書

提
出
者

公
益
社
団
法
人

北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会

理
事
長

加
藤

忠

付
託

民
生
常
任
委
員
会

結
果

採
択
す
べ
き

〔
請
願
者
に
対
す
る
主
な
質
疑
〕

・
新
法
制
定
を
求
め
る
趣

旨
は
。

〔
答
弁
〕

・
平
成
９
年
に
ア
イ
ヌ
文

化
振
興
法
が
制
定
さ
れ
、

文
化
に
特
化
し
た
形
で
、

ア
イ
ヌ
文
化
を
理
解
し
、

啓
発
を
実
践
す
る
取
り
組

み
が
さ
れ
た
が
、
ア
イ
ヌ

民
族
が
先
住
民
族
と
い
う

位
置
づ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
法
制
化
し
、

国
の
政
策
と
し
て
進
め
る

よ
う
求
め
て
い
る
内
容
で

あ
る
。
な
お
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
発
信
と
経
済
的
な
こ

と
も
含
め
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
継
続
し
て
求
め

て
い
く
。

指定管理者制度とは
平成１５年の地方自治法の改正によって、新しく創設された制度で、これまで公共団体や出資法人しか
行うことができなかった公の施設の管理委託を民間事業者やNPO法人、ボランティア団体等にも広げ、
管理・運営を包括的に代行できるようにした制度です。多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的
に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用し、住民サービスの向上を図り、経費の節減を図
ることを目的にしています。

〈今定例会で可決した指定管理者・施設名称・指定期間〉
指定期間

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで

平成３１年６月３０日から平成３６年３月３１日まで

施設名称

北広島市シルバー活動センター

大曲会館及び大曲ファミリー体育館

西の里会館及び西の里ファミリー体育館

北広島市農民研修センター及び輪厚児童体育館

北広島市自然の森キャンプ場

北広島市夜間急病センター

指定管理者

公益社団法人北広島市シルバー人材センター

大曲会館運営委員会

西の里会館運営委員会

農民研修センター運営委員会

自然の森キャンプ場運営委員会

公益社団法人北広島市夜間急病協会

更新されるトレーニングマシン

大曲ファミリー体育館

第�回定例会

北広島市シルバー活動センター北広島市自然の森キャンプ場



問

市
内
５
地
区
の
具
体

的
課
題
は
ど
う
か
。

答

公
共
交
通
や
買
い
物

の
問
題
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
、
空
き
家
対
策
、

駅
周
辺
の
活
性
化
な
ど
各

地
区
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
が
あ
る
。

問

「
北
広
島
団
地
地
区

の
再
生
な
く
し
て
北

広
島
の
再
生
な
し
」
と
の

言
葉
を
受
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
北
広
島
団
地

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
検
証
は
。

答

住
宅
・
ま
ち
づ
く

り
・
公
共
交
通
・
教

育
の
４
分
野
の
施
策
を

一
体
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
団
地
再
生
を
目
指

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
推

進
の
た
め
地
域
の
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

意
見
交
換
会
、
説
明
会

の
開
催
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
周
知
な
ど
、
情

報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

問

団
地
地
区
の
ほ
ぼ

中
心
に
あ
る
住
民

セ
ン
タ
ー
は
今
の
ま
ま

の
機
能
で
良
い
の
か
。

土
地
の
利
用
効
率
が
高

い
の
で
、
場
合
に
よ
っ

て
は
民
間
と
の
複
合
施

設
と
し
て
の
考
え
は
な

い
の
か
。

答

民
間
活
用
な
ど
の
視

点
、
全
市
的
な
公
共

施
設
の
適
正
配
置
の
観
点

か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問

大
型
未
利
用
市
有
地

（
駅
西
口
、
青
葉
浄

水
場
跡
ほ
か
）
の
整
備
検

討
は
、
い
つ
す
る
の
か
。

答

土
地
利
用
や
公
的
不

動
産
活
用
の
方
向
性

な
ど
を
整
理
し
、マ
ー
ケ
ッ

ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

を
来
年
度
早
期
に
実
施
す

る
こ
と
を
検
討
中
。

公有地活用や民間活力の導入など地方公共団体による官民連
携事業において、民間事業者が参加しやすい公募を行うために
は、事業発案段階や事業化検討段階において、地方公共団体が
民間事業者に意見や提案などを求め、民間事業者との対話を通
じ、市場性の有無や実現可能性の把握、民間事業者が有するア
イデアの収集等を行うこと。

※国土交通省ホームページより

問

広
域
焼
却
施
設
の
稼

働
予
定
ま
で
の
最
終

処
分
場
の
見
通
し
は
。

答

現
在
の
第
６
期
最
終

処
分
場
の
埋
め
立
て

状
況
は
、
約
２７
％
。
２
０

２
５
年
度
ま
で
埋
め
立
て

予
定
。

問

広
域
化
で
分
別
方
法

が
変
わ
る
。
啓
発
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
や
工
夫
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答

改
め
て
適
正
な
分
別

の
協
力
を
呼
び
か
け

る
機
会
と
考
え
る
。
よ
り

効
果
的
な
啓
発
方
法
な
ど

を
検
討
す
る
。

問

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
か
ら

排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
収
集
に
つ
い
て
は
。

答

具
体
的
な
施
設
規
模

な
ど
を
踏
ま
え
、
生

ご
み
を
は
じ
め
分
別
や
資

源
化
に
つ
い
て
、
球
団
と

共
に
検
討
す
る
。

問

イ
ベ
ン
ト
ご
み
の
処

理
状
況
は
。

答

イ
ベ
ン
ト
実
施
主
体

の
判
断
で
ご
み
の
分

別
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問

毎
年
８
月
に
石
狩
湾

新
港
で
開
催
さ
れ
る

野
外
音
楽
祭
で
は
、
ご
み

分
別
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
自
分
の
ご

み
を
自
分
の
手
で
分
別
す

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
が
見
解
は
。

答

資
源
物
の
分
別
や
分

別
意
識
向
上
の
啓
発

と
し
て
有
効
と
考
え
る
。

問

釧
路
市
は
「
釧
路
市

み
ん
な
で
き
れ
い
な

街
に
す
る
条
例
」
の
も
と
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
手
で

ご
み
を
捨
て
に
く
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

ご
み
削
減
に
向
け
た
市
民

参
加
の
取
り
組
み
は
。

答

ご
み
減
量
化
・
資
源

化
に
は
、
市
民
の
理

解
と
協
力
が
重
要
。
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
反
映
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

す
る
。

ほ
か
に
食
農
教
育
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

適
正
な
分
別
や
資
源
化
を
周
知
す
る

市場調査を来年度実施で検討

鶴
谷

聡
美
議
員
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
）

未利用市有地の取り扱いは

島崎 圭介 議員（自由新生クラブ）

野外音楽祭での分別ナビゲート活動

「サウンディング調査」とは
�����



問

９
月
に
発
生
し
た
台

風
・
地
震
時
の
経
験

や
課
題
、
防
災
に
対
す
る

意
識
な
ど
に
つ
い
て
の
市

民
意
識
調
査
が
必
要
で
は
。

答

現
在
、
対
象
者
、
質

問
項
目
な
ど
に
つ
い

て
検
討
中
。

問

地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
市
独
自
の
内
容

で
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
研
修
を
実
施
す
べ
き
で

は
。

答

市
独
自
で
は
な
く
、

北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
と
連
携
し
、
防
災

力
の
強
化
を
図
る
。

問

冬
期
間
の
宿
泊
避
難

所
訓
練
も
必
要
で
は
。

答

市
職
員
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
と
し
た

氷
点
下
で
の
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
が
、
一
般
市
民

は
健
康
や
安
全
面
な
ど
か

ら
難
し
い
。

問

地
域
防
災
計
画
は
見

直
し
が
必
要
。
策
定

に
は
専
門
家
の
ほ
か
に
女

性
や
子
ど
も
を
は
じ
め
多

様
な
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
機
会
を
持
つ
べ
き

で
は
。

答

胆
振
東
部
地
震
に
係

る
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
広
く
市
民
の
意
見
を

反
映
し
、
修
正
し
て
い
き

た
い
。

認
知
症
の
理
解
を

問

認
知
症
に
よ
り
、
介

護
保
険
料
な
ど
の
請

求
を
理
解
で
き
ず
、
差
し

押
さ
え
処
分
に
至
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
聞
く
。
当
市

の
実
態
は
。

答

滞
納
者
の
中
に
は
認

知
症
が
疑
わ
れ
る
方

も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
個
人
情
報
に
十
分
配

慮
し
、
庁
内
の
連
携
体
制

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問

職
員
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
な
ど
を
継
続

し
て
、
認
知
症
を
理
解
す

る
し
く
み
が
必
要
で
は
。

答

再
受
講
を
職
員
課
と

協
議
す
る
。

ほ
か
に
暴
力
の
な
い
社

会
を
目
指
し
て
、
生
活
困

窮
者
支
援
事
業
と
ひ
き
こ

も
り
支
援
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

問

市
民
の
喫
煙
率
は
１５
・

９
％
、
市
職
員
は
約

２０
％
。
こ
れ
ま
で
の
市
職

員
の
勤
務
中
の
喫
煙
ル
ー

ル
を
変
え
た
理
由
と
内
容

は
。

答

受
動
喫
煙
防
止
と
職

員
の
健
康
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
勤
務
中
は

禁
煙
。
喫
煙
は
始
業
前
と

休
憩
時
及
び
終
業
後
と
し

た
。

問

市
主
催
の
た
ば
こ
と

健
康
の
講
演
会
で
、

た
ば
こ
の
健
康
被
害
の
医

療
費
と
、
た
ば
こ
税
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
大
き
く

逆
転
し
て
い
る
。
た
ば
こ

が
原
因
の
が
ん
死
亡
患
者

は
４
人
に
１
人
。
受
動
喫

煙
に
よ
る
死
亡
推
計
、
年

間
１
万
５
千
人
な
ど
明
確

な
話
だ
っ
た
が
受
講
者
の

評
価
は
。

答

「
禁
煙
の
大
切
さ
が

分
か
っ
た
」
な
ど
、

満
足
度
が
高
か
っ
た
。

問

市
内
飲
食
店
の
受
動

喫
煙
防
止
策
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答

状
況
把
握
の
た
め
の

調
査
は
し
て
い
な
い
。

健
康
寿
命
に
つ
い
て

問

特
定
健
診
の
主
旨
は
。

答

４０
か
ら
７４
歳
ま
で
の

医
療
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
特
定
健
康
診
査

と
特
定
保
健
指
導
を
行
う

制
度
。
各
医
療
保
険
者
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

問

受
診
率
向
上
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

答

介
護
予
防
や
健
康
寿

命
の
延
伸
が
図
ら
れ

る
。
保
険
者
努
力
支
援
制

度
が
あ
り
、
受
診
率
上
位

の
自
治
体
に
は
国
か
ら
交

付
金
が
出
る
。

今
回
の
災
害
を
教
訓
に

問

実
用
的
な
防
災
研
修

や
講
演
会
を
き
め
細

か
く
実
施
し
て
多
く
の
市

民
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

答

胆
振
東
部
地
震
前
に

９
回
、
地
震
後
に
１８

回
開
催
し
た
。
今
後
は
震

災
の
教
訓
を
取
り
入
れ
た

防
災
教
室
も
行
う
。

早
期
に
災
害
弱
者
の
支
援
計
画
を

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
に
作
業
す
る

田
辺

優
子
議
員
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
）

稲田 保子 議員（無会派）

市職員の喫煙のルールは
勤務時間中は禁煙とした

総合体育館における
避難所開設訓練

たばこと健康の講演会の資料内容



問

２
０
２
４
年
に
広
域

化
に
よ
る
焼
却
施
設

稼
動
計
画
が
あ
る
が
市
民

の
ご
み
の
排
出
方
法
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答

「
普
通
ご
み
」
と

「
破
砕
し
な
い
ご
み
」

を
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に

分
別
す
る
予
定
。

問

２
市
４
町
で
按
分
す

る
焼
却
施
設
建
設
費

の
本
市
の
負
担
額
は
。

答

本
市
の
負
担
額
は
約

２４
億
円
。

問

維
持
管
理
費
の
当
市

の
負
担
額
は
。

答

搬
入
す
る
ご
み
の
量

に
応
じ
て
按
分
。
試

算
で
は
年
間
約
１
億
円
。

問

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

の
拠
点
回
収
の
成
果

と
課
題
は
。

答

１
年
間
で
９３
・
３
㌧

回
収
し
、
埋
め
立
て

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な

が
っ
た
。
回
収
方
法
が
課

題
で
拠
点
回
収
の
場
所
を

増
や
す
こ
と
を
検
討
中
。

問

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
市
民
が
迷
わ
ず
ご

み
を
排
出
し
作
業
者
も
効

率
よ
く
回
収
作
業
す
る
た

め
に
分
別
配
置
の
統
一
を
。

答

分
別
配
置
に
つ
い
て

き
た
ひ
ろ
ご
み
通
信

や
町
内
会
な
ど
に
周
知
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

問

生
ご
み
の
回
収
率
を

上
げ
る
た
め
に
生
ご

み
袋
を
無
料
に
し
、
モ
デ

ル
地
区
で
検
証
し
て
は
。

答

分
別
が
進
ま
な
い
地

区
で
の
聞
き
取
り
や

指
導
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
内
の

ご
み
分
別
な
ど
で
障

が
い
者
や
高
齢
者
の
働
く

場
所
と
し
て
、
雇
用
の
提

供
を
検
討
し
て
は
。

答

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一

つ
と
し
て
「
健
康
で
新
た

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
展

開
」
を
将
来
像
と
し
て
描

い
て
お
り
、
働
く
機
会
の

提
供
を
含
め
、
球
団
と
共

に
検
討
し
た
い
。

問

バ
ス
利
用
者
の
維

持
に
継
続
的
な
支

援
が
必
要
。
今
後
交
通

施
策
を
ど
う
推
進
し
て

い
く
の
か
、
バ
ス
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
見
極
め
た
検
討
が

重
要
と
考
え
る
が
。

答

公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
お
い
て

公
募
市
民
が
参
画
し
熱

心
に
ご
審
議
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
評
価
・
検
証
・

改
善
な
ど
施
策
効
果
、
環

境
変
化
な
ど
ふ
ま
え
て
進

め
る
。

問

高
齢
者
を
中
心
と
し

た
交
通
弱
者
の
増
加

に
対
応
す
る
地
域
密
着
型

公
共
交
通
が
必
要
。
循
環

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
地

域
の
特
色
に
応
じ
た
交
通

手
段
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答

地
区
ご
と
の
特
性
を

踏
ま
え
た
検
討
が
必

要
。
交
通
空
白
地
帯
に
お

け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方

な
ど
計
画
に
揚
げ
る
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

問

「
乗
っ
て
支
え
る
み

ん
な
の
バ
ス
」
は
地

域
で
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
種
団
体
な
ど

参
加
協
力
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
も
、
ど

う
い
っ
た
支
援
が
効
果
的

な
の
か
検
討
し
て
は
。

答

地
域
の
活
動
は
危
機

意
識
の
持
っ
た
取
り

組
み
で
大
変
意
義
の
あ
る

こ
と
。
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

災
害
に
つ
い
て

問

災
害
時
に
間
違
っ
た

情
報
が
拡
散
さ
れ
市

民
の
不
安
を
あ
お
り
混
乱

を
招
く
事
が
あ
っ
た
。
不

安
定
な
心
理
状
態
が
続
い

て
い
る
中
で
、
一
番
安
心

で
き
る
の
は
正
し
い
情
報

だ
と
思
う
が
。

答

市
と
し
て
正
確
な
情

報
を
市
民
の
皆
様
に

伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
速

や
か
な
情
報
取
集
、
正
し

い
情
報
発
信
の
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

ほ
か
に
青
少
年
芸
術
文

化
大
会
費
助
成
金
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
弱
者
に
対
し
本
市
の
考
え
は

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る

燃やせるごみ・燃やせないごみに

坂
本

覚
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

焼却施設による排出変更は

滝 久美子 議員（市民クラブ）

市民の自主的活動のチラシ

表示がされ排出しやすいごみステーション



問

総
合
防
災
訓
練
が

５
年
に
一
度
の
実

施
で
は
非
常
に
少
な
い
。

今
後
は
２
〜
３
年
に
一

度
の
実
施
す
る
よ
う
改

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

胆
振
東
部
地
震
の

発
生
後
の
防
災
教

室
に
お
い
て
、
市
民
が

参
加
で
き
る
実
践
的
な

避
難
所
開
設
訓
練
の
実

施
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
も
あ
り
、
今

後
各
種
訓
練
や
実
施
内

容
や
頻
度
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

職
員
の
参
集
状
況
把
握

問

地
震
発
生
時
に
お
け

る
職
員
の
参
集
状
況

を
迅
速
に
把
握
で
き
る
体

制
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

答

災
害
時
の
参
集
職
員

の
把
握
は
必
要
と
考

え
る
。
胆
振
東
部
地
震
に

係
る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

参
集
職
員
の
把
握
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

防
災
の
専
門
家
の
配
置

問

当
市
で
も
防
災
の
専

門
家
を
配
置
し
て
は

ど
う
か
。

答

現
在
、
来
年
度
の

行
政
組
織
及
び
職

員
配
置
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所
の
拡
大

問

以
前
の
一
般
質
問

の
答
弁
で
は
、
エ

ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
に
お

け
る
期
日
前
投
票
所
開

設
に
つ
い
て
来
年
度
の

予
算
編
成
時
期
ま
で
に

判
断
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
状
況
は
。

答

平
成
３１
年
に
予
定
の

参
議
院
選
挙
で
の
実

施
に
向
け
検
討
し
、
遅
く

と
も
６
月
ま
で
に
は
決
定

す
る
必
要
が
あ
る
。

ほ
か
に
健
康
づ
く
り
の

推
進
、
次
年
度
予
算
編
成

等
、
除
雪
体
制
の
確
保
・

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

問

私
は
約
１０
年
間
に
わ

た
り
住
居
系
土
地
に

つ
い
て
質
問
を
し
て
き
た
。

し
か
し
行
政
は
市
全
体
、

各
地
区
の
詳
細
な
空
き
地

状
況
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。
利
用
状
況
の
資
料
も

な
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
に
甚
だ
疑
問
を

感
じ
る
。
定
住
人
口
増
加

策
は
自
然
増
へ
の
努
力
と

社
会
増
施
策
が
重
要
。
本

市
の
可
住
地
面
積
に
対
す

る
未
利
用
地
の
割
合
は
平

成
１７
年
度
で
約
２３
％
。
東

部
地
区
の
居
住
可
能
人
口

は
約
４
４
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
あ
た
り

に
可
住
地
未
利
用
地
が
分

布
し
て
い
る
の
か
。

答

具
体
的
場
所
の
特
定

は
把
握
し
て
い
な
い
。

問

可
住
地
の
利
用
状
況

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
空
き
家
な
ど
の
情
報

も
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
広
範
囲
に
利
用
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

総
合
計
画
に
お
け
る

各
地
区
の
将
来
像
、

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
起
因
す

る
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
、

デ
ー
タ
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て
は
手
法
も
含
め
３１

年
度
に
向
け
検
討
を
進
め

る
考
え
で
あ
る
。

問

人
口
は
ま
ち
の
将
来

性
の
指
数
と
し
て
非

常
に
大
き
い
も
の
。
市
内

に
本
当
に
住
宅
建
設
可
能

な
土
地
が
ど
の
位
あ
る
の

か
を
調
べ
、
居
住
地
拡
大

に
努
力
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

平
成
３２
年
の
区
域
区

分
の
見
直
し
の
中
で
、

現
在
は
開
発
を
希
望
す
る

事
業
者
な
ど
か
ら
事
案
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
将
来

人
口
に
向
け
た
考
え
に
つ

い
て
は
、
将
来
需
要
の
予

測
も
踏
ま
え
て
早
々
に
検

討
し
、
判
断
す
る
。

ほ
か
に
企
業
誘
致
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
実
施
頻
度
に
つ
い
て

実
施
内
容
や
頻
度
に
つ
い
て
検
討
す
る

小
田
島
雅
博
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

鈴木 陽一 議員（平政会）

人口増対策として宅地拡大を
区域区分見直しの中で判断する

平成３０年９月２日の総合防災訓練



問

９
月
６
日
の
地
震
の

際
、
市
民
へ
の
情
報

伝
達
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

答

職
員
が
２
人
１
組
で

公
用
車
に
乗
り
、
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
情
報
発

信
を
し
な
が
ら
市
内
を
巡

回
し
た
。

問

今
後
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
に
つ
い
て
改

善
す
る
点
は
な
い
の
か
。

答

現
状
は
広
報
車
と
ラ

ジ
オ
を
活
用
。
よ
り

効
果
的
な
発
信
方
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

備
蓄
品
に
つ
い
て

問

市
の
備
蓄
品
の
中
に

は
粉
ミ
ル
ク
が
あ
る
。

災
害
時
、
乳
幼
児
が
い
る

家
庭
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

答

５
世
帯
に
支
給
し
た
。

問

ど
の
よ
う
な
方
法
で

支
給
し
た
の
か
。

答

市
役
所
に
来
所
し
、

ミ
ル
ク
が
入
手
で
き

な
い
と
申
し
出
た
方
に
支

給
し
た
。

問

災
害
時
、ミ
ル
ク
の
ス

ト
ッ
ク
が
な
い
世
帯

に
対
し
支
給
す
る
旨
の
周

知
は
必
要
で
は
な
い
か
。支

給
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
れ
ば
、
と
て
も
安
心

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答

胆
振
東
部
地
震
に
係

る
検
証
を
踏
ま
え
検

討
す
る
。

登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
は

問

政
府
は
「
登
下
校
防

犯
プ
ラ
ン
」
を
決
め

た
。
不
審
者
が
潜
む
危
険

な
箇
所
を
把
握
す
る
内
容

だ
が
、
点
検
結
果
は
。

答

主
に
、
交
通
量
の
多

い
箇
所
や
冬
期
間
の

雪
山
な
ど
、
交
通
安
全
の

観
点
で
実
施
し
た
。
今
後
、

対
策
が
必
要
な
箇
所
は
、

対
策
を
検
討
す
る
。

ほ
か
に
利
便
性
向
上
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

問

１０
月
か
ら
生
活
扶
助

費
が
削
減
さ
れ
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
３
年

間
で
平
均
１
・
８
％
、
最

大
５
％
の
引
き
下
げ
が
行

わ
れ
る
。
さ
ら
に
母
子
加

算
や
児
童
養
育
費
加
算
、

学
習
支
援
費
も
削
減
さ
れ
、

全
国
的
に
受
給
世
帯
の
約

６７
％
が
影
響
を
受
け
る
と

試
算
さ
れ
て
い
る
が
市
民

に
及
ぼ
す
影
響
は
。

答

本
市
の
受
給
世
帯
へ

の
影
響
は
、
月
平
均

で
約
６５
％
の
世
帯
が

９
４
７
円
の
減
額
と
な
る
。

問

引
き
下
げ
に
よ
り
、

ほ
か
の
制
度
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
具

体
的
施
策
は
。

答

国
の
通
知
を
踏
ま
え
、

市
民
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

問

生
活
保
護
の
冬
季
加

算
は
２
０
１
５
年
の

制
度
改
定
で
支
給
期
間
は

伸
び
た
が
金
額
は
削
減
さ

れ
て
い
る
。
江
別
市
や
千

歳
市
の
よ
う
に
福
祉
灯
油

の
制
度
化
の
検
討
は
。

答

市
の
独
自
施
策
と
し

て
全
体
の
中
で
考
え

て
い
く
。
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
検
討
を
踏

ま
え
て
考
え
て
い
く
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

問

胆
振
東
部
地
震
に
お

い
て
、
当
市
で
は
福

祉
避
難
所
の
開
設
に
至
ら

ず
、
避
難
時
要
支
援
者
の

受
け
入
れ
も
行
わ
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

答

障
が
い
な
ど
を
理
由

と
し
た
特
別
な
支
援

の
申
し
出
な
ど
が
な
く
、

開
設
に
至
ら
な
か
っ
た
。

問

実
際
に
は
必
要
と
し

て
い
た
市
民
が
い
た

こ
と
を
認
識
し
て
、
施
設

任
せ
で
な
く
、
市
の
主
導

と
事
業
所
と
の
連
携
を
具

体
化
し
、
福
祉
避
難
所

マ
ッ
プ
の
作
成
と
周
知
徹

底
を
す
べ
き
で
は
。

答

市
へ
の
相
談
を
促
す

よ
う
周
知
に
努
め
て

い
く
。

災害時に高齢者、障がい者、乳幼児等特別に
配慮を必要とする人を受け入れる避難所。市内
６法人１３施設（平成３０年１２月時点）と協定書を
締結。

生
活
保
護
費
削
減
に
対
す
る
見
解
は

必
要
な
基
準
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る

効果的な情報発信方法を検討

永
井

桃
議
員
（
日
本
共
産
党
）

災害時の情報伝達の改善点は

大迫 彰 議員（公明党）

福祉避難所とは
�����

不審者出没が懸念
される西の里中学
校通



問

公
共
施
設
の
備
品
整

備
な
ど
の
市
民
要
望

の
把
握
は
市
民
に
わ
か
り

や
す
く
、
統
一
し
た
方
法

で
行
う
よ
う
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

答

施
設
窓
口
で
の
聞
き

取
り
や
意
見
箱
の
設

置
な
ど
、
各
施
設
の
状
況

に
応
じ
対
応
し
て
い
く
。

問

中
央
公
民
館
は
市
民

の
学
習
権
を
守
り
尊

重
し
て
い
く
施
設
と
し
て

指
定
管
理
と
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

中
央
公
民
館
の
指
定

管
理
は
行
わ
ず
、
市

民
の
学
び
を
支
援
し
て
い

く
。

問

施
設
内
で
の
販
売
は
、

市
民
活
動
の
奨
励
な

ど
の
観
点
か
ら
、
認
め
る

事
例
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

答

販
売
行
為
は
住
民
福

祉
増
進
の
観
点
な
ど

を
勘
案
し
て
許
可
し
て
お

り
、
統
一
的
な
基
準
で
取

り
扱
っ
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問

道
が
示
し
た
算
定
に

基
づ
き
、
市
が
試
算

し
た
資
料
で
は
、
来
年
度

の
保
険
税
納
付
金
額
は
一

人
当
た
り
１０
万
６４
円
で
、

今
年
度
の
９
万
２
５
４
６

円
か
ら
市
民
負
担
が
大

幅
に
増
加
す
る
。

道
に
市
民
負
担
を
増

加
さ
せ
な
い
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
市
民
負
担

を
増
や
さ
な
い
た
め
の

対
策
を
講
ず
る
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

答

道
と
の
協
議
の
場
で

要
請
す
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
負
担
増
加
率
を

平
準
化
す
る
な
ど
し
て
、

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

バ
ス
交
通
に
つ
い
て

問

バ
ス
停
留
所
の
上
屋
・

ベ
ン
チ
な
ど
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
バ

ス
事
業
者
と
協
議
し
、
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

利
用
状
況
や
道
路
環

境
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問

税
滞
納
に
対
す
る
預

金
の
差
し
押
さ
え
も
、

生
活
維
持
困
難
に
し
な
い

措
置
を
す
る
べ
き
で
は
。

答

預
金
差
し
押
さ
え
等

で
、
生
活
維
持
の
観

点
か
ら
、
滞
納
額
、
世
帯

構
成
、
預
金
等
の
状
況
か

ら
考
慮
す
べ
き
金
額
等
、

整
理
し
て
い
る
。

就
学
前
保
育
に
つ
い
て

問

市
内
保
育
園
の
待
機

状
況
は
。

※

答

１２
月
時
点
で
国
待
機
※

児
童
が
５４
名
、
潜
在

待
機
児
童
が
４４
人
と
な
っ

て
い
る
。

問

保
育
士
処
遇
改
善
や
、

保
育
士
確
保
の
方
策

が
奏
功
し
て
い
る
か
。

答

市
内
保
育
施
設
の
保

育
士
は
２
年
間
で
１９

人
増
加
し
、
就
労
支
援
金

は
２
人
に
支
給
し
た
。

問

２
０
１
９
年
度
の
保

育
定
員
を
３５
人
増
の

８
４
４
人
と
す
る
計
画
変

更
の
達
成
見
通
し
は
。

答

私
立
保
育
施
設
２
カ

所
で
２０
人
の
定
員
拡

大
を
予
定
し
、
新
設
の
企

業
主
導
型
保
育
事
業
所
の

状
況
を
把
握
し
検
討
す
る
。

問

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
の
財
源
に
つ

い
て
は
全
国
市
長
会
の
見

解
は
。

答

国
の
動
向
を
注
視
す

る
。
全
額
を
国
費
で

確
保
す
べ
き
と
考
え
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

問

国
は
放
課
後
子
供
教

室
を
全
小
学
校
区
で

開
催
す
る
こ
と
や
、
学
童

ク
ラ
ブ
と
の
一
体
化
を
進

め
て
い
る
が
見
解
は
。

答

一
体
的
ま
た
は
連
携

は
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が

あ
る
。
本
市
の
実
態
に
即

し
た
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。ほ

か
に
地
震
災
害
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

４月１日 ６月１５日 ８月１日 １２月１日
入所者数 ８２０ ８３８ ８４１ ８４９
入所待機者数 ２１ ３６ ４９ ９８

西
の
里
公
民
館
の
建
て
替
え
は

※国待機児童
要件を満たしているものの、保育施設の不足等により入所できずに入所を待っている児童
※潜在待機児童
求職活動を休止している場合、特定の施設を希望している場合などで入所を待っている児童

複
合
施
設
が
望
ま
し
い

山
本

博
己
議
員
（
日
本
共
産
党
）

板垣 恭彦 議員（日本共産党）

預金差し押さえも生活費控除を
生活維持上考慮すべき額等整理中

２０１８年保育所入所児童数、待機者数推移

保育園入所待機児推移

江別市の一部助成で建て
られたバス待合所



編 集 室 

11月
３０日 第４回定例会開会

（一般質問１２月１１日、１２日、１３

日、１４日）

議会広報編集委員会

会派幹事長会議

12月
１２日 議会運営委員会

１７日 総務常任委員会

ボールパーク等調査特別委員会

１８日 民生常任委員会

１９日 建設文教常任委員会

２１日 第４回定例会閉会

議員協議会

議会広報編集委員会

夜間急病センターなどの移転先

視察

平成３０年第４回定例会から試行として市議会ＩＣＴ化検証のため議員
の議場でのノートパソコン及びタブレットの使用を許可しています。

国会・政府に４件の意見書提出
意見書第１号 無戸籍問題の解消を求める意見書

意見書第２号 認知症施策の推進を求める意見書

意見書第３号 義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書

意見書第４号 全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新たな法律

の早期制定を求める意見書１２月２１日（金）定例会最終日に、夜間

急病センター、こども発達支援セン

ター、社会福祉協議会、きたひろしま

暮らしサポートセンター「ぽると」が

今年６月に移転する（仮称）エルフィ

ンビル（北広島市栄町１丁目２）の建

設現場などを視察しました。

議案等の賛否

２５日 石狩東部広域水道企業団例月出

納検査（恵庭市、議長）

1月
９日 議会広報編集委員会

１７日 議会広報編集委員会

２１日 沖縄県金武町議会視察来市

２５日 石狩東部広域水道企業団例月出

納検査（恵庭市、議長）

２８日 建設文教常任委員会

２９日 総務常任委員会

３０日 民生常任委員会

結果 可…原案可決 否…否決 承…承認 同…同意 認…認定
賛否 ○…賛成 ×…反対 欠…欠席 �…除斥対象者

▼
新
議
場
で
の
定
例
会
以
降
、

傍
聴
に
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
旧
議
場
と
の
比
較
で
は
、

な
ん
と
２
倍
超
。
定
例
会
６
回

の
傍
聴
者
数
は
６
８
７
名
、
平

均
で
１
１
４
名
の
方
が
傍
聴
さ

れ
ま
し
た
。

▼
議
会
広
報
編
集
委
員
も
４
年

目
。
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
見

て
も
ら
え
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

は
も
ち
ろ
ん
、
金
融
機
関
等
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
に
も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
鶴
谷
）

議会広報編集委員会

委

員

中
川

昌
憲

委
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鶴
谷
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長
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浦

浪
子

委
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保
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坂
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覚
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員

山
本

博
己
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き
た
ひ
ろ
し
ま
市
議
会
だ
よ
り

反

対

５

賛

成

１５

無会派

稲
田

保
子

�

野
村

幸
宏

○

佐
藤

敏
男

議
長

市民ネットワーク
北海道

鶴
谷

聡
美

×

田
辺

優
子

×

自由新生
クラブ

島
崎

圭
介

○

谷
浦

浪
子

○

橋
本

博

○

日本
共産党

永
井

桃

×

山
本

博
己

×

板
垣

恭
彦

×

公明党

大
迫

彰

○

藤
田

豊

○

木
村
真
千
子

○

平政会

中
川

昌
憲

○

尾
崎

弘
人

○

鈴
木

陽
一

○

川
崎

彰
治

○

市民クラブ

滝

久
美
子

○

坂
本

覚

○

小
田
島
雅
博

○

國
枝

秀
信

○

議
決
結
果

可

稲田議員の
発言取り消
しを求める
動議

市議会ホームページアドレス
http：／／www．city．kitahiroshima．hokkaido．jp／hotnews／category／３９．html
（第４回定例会の会議録は３月１５日以降パソコンで見ることができます。）

�������

第４回定例会の傍聴者１３９人

議会の動き


